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＊討議要旨
瀧田真奈美氏は、源氏が紫の上を引き取ったときの気持ちを尋ねた。発表者は日本文化の愛情の典
型である守る形の愛情からで、親のない子の親代わり兄代わりの気持ちであると答えた。
ノリコ・トゥンマン氏は、源氏物語の中に平安女性の立場に対する批判が書いてあるかと尋ねた。
発表者は、批判ではなく、女性にとって辛い時代における人間の感情を描きたかったのだと答えた。
武井協三氏は、源氏物語は強姦の物語なのか、又、紫式部は強姦を肯定していたのかと尋ねた。発
表者は、翻訳による誤解のためそう思われているが、強姦が日常的に行われていた状況の中では光源
氏は良い人間として描かれていると答えた。
神野藤昭夫氏は、 ①源氏物語における求愛のあり方は現実を反映しているか、 ②源氏物語の英訳は
サイデンステッカ一、ウェイリー、タイラーによってなされているが、どの翻訳に一番即物的攻撃的
印象をもち、またどれが一番教材として使われているか尋ねた。発表者は、 ①想像の部分が多い、 ②
サイデンステッカー訳の省略本を教材として使う事が一番多いが、問題も多いと答えた。
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